
グローバルCSRはいま 〈第 69 回〉 ㈱ツムラ

企業市民活動レポート

26  2013年6月号

“100%”トレーサビリティを確立

ツムラでは、CSR を「事業活動を通じて社会

に貢献するもの」と捉えて事業を展開している。

今回ご紹介するラオスの案件も、単に途上国の支

援や発展への貢献としてラオスという国を選択し

たということではない。

漢方薬の原料生
しょうやく

薬は 119 種類あり、生薬の調

達先は、中国が 80％、日本国内が 15％、その他

が５％だ。ツムラでは安全な生薬の安定的確保

と 100％のトレーサビリティ体制を確立するため

に、一部の生薬で生産記録の収集が難しいものを

自社栽培で生産するため栽培に最も適した場所を

探して、気候や地質など種々の要素が最適だった

ラオスにたどりついた。さらにラオス国内で試験

栽培した結果、現在の場所を最適地であると判断

し、生薬の原料となるシナモンの一種である「桂
けい

皮
ひ

」を中心に栽培をスタートした。

最近、中国のリスクを分散するために調達先を

多様化するのかと聞かれることが多いが、そうで

はない。ラオスは、あくまでも最適地を探した結

果なのだ。

その場所は、ラオス南部にあるパクセーから

車で約１時間（75km）のサラワン県にある。そこ

は北緯 14 度、海抜 800 ～ 1000m の高原地帯で、

ラオスでは肥沃な土地である。

この場所での試験栽培は 2005 年に開始し、現

地に会社を設立したのは 2010 年のことだ。桂皮

は種から収穫までに９年、苗木からでも７年はか

かるので、最初の収穫は 2014 年を予定している。

不発弾処理と両国政府の支持

ラオスにはベトナム戦争時にアメリカ軍のクラ

スター爆弾が多数投下されており、その 30％が

不発弾となり今でも残っていると言われている。

専門家の話では、「ラオス全土で不発弾の危険が

無いと保証できる場所はほとんど無い」とのこと。

そんな場所で圃
ほじょう

場（農園）を開発するには、まず

不発弾の有無を調査する必要があった。そこで、

自社で専門の調査会社を起用して不発弾の調査を

実施し、まずは約 150ha の農地を確保した。

その後 2008 年には、日本政府が促進する官民

連携案件の対象として「生薬栽培事業のための栽

培圃場の安全確保を目的とした不発弾探査と除

去」を提案した結果、農業技術の移転や現地雇用

の促進に資すると、同提案制度開始以来初めて認

められた。

一方、ラオス政府は「２＋３政策」を打ち出し

ている。それは、ラオス側が「土地」と「労働力」

を提供し、われわれ外資側は、「技術」「資本」「市

場」を提供するというもの。その意味ではツムラ

の事業はラオス政府の政策とも合致しており、同

政府からも支持を得ている。

㈱ツムラ　生薬本部 生薬調達部

部長　渡邊義春

安心・安全とWin-Win を突き詰めラオスに至る
―生薬の生産を通じて追い求めるCSR

桂皮の木が順調に育つラオスの圃場（農園）
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1000haで現地1000人の現金収入確保へ

現地法人はツムラ 100％出資で設立し、現在は

現地人社員 34 人と日本人社員４人の規模になっ

ている。現在、現地圃場は約 400ha の規模になっ

ているが、将来の目標は 1000ha としている。そ

のころには社員数は 70 人規模で、現地の人を「常

時 1000 人」雇用する計画だ。また将来的には経

営の現地化を進め、日本人は減らしていく予定だ。

自然相手の仕事なので、生産高の正確な予測は

難しい。１ha で約１～２t 採れると見込んでいる

が、実際には、2014 年度の最初の収穫をしてみ

なければ分からない。

近年の国内での医療用漢方薬の需要の伸びを見

込むと、将来的には 1000ha 以上に拡大すること

を検討する必要性も考えられる。そのころまでに

は現地に桂皮栽培を根づかせ、近隣の村々が桂皮

の一大産地に発展していることを期待している。

現地住人とのWin-Win 関係

当初は日本人が出張ベースで現地に行き、現地

農林事務所から人を出してもらって圃場開発、試

験栽培を進めた。その後、その人たちの一部を社

員として採用して現在に至っている。現地社員の

主な仕事は、農家から人を雇って当社の圃場の管

理をすることだ。現地では、およそ延べ 350 人

／日を雇っている。特に５～９月の雨季には雑

草が急激に伸びるので、毎日 1000 人を雇って草

取りをしている。そのことで現地の人たちは現金

収入を得て、生活向上にもつながっている。もと

もと現地の農家は、コーヒー、バナナ、高原野菜

などを栽培しており農地の管理には慣れているの

で、われわれも教わることが多い。

当社圃場の近くの村は 1000 人くらいの規模の

未電化の村だった。近くの川に水力発電所ができ、

そこからの電力は村の入り口までは来ていた。し

かし、村民の各家までは供給されていなかった。

そこでツムラは、村からの要請を受けて、村の

120 戸に配電網を整備し電力メーターも設置した。

その結果、民家には電球が灯りテレビも見られる

ようになった。また、別の村の入り口には橋も架

けた。こうして地域社会との関わりを深めること

で、住民からも好感を持って受け入れられ、ツム

ラにとっても働き手の確保がしやすくなった。

ツムラはまた、現地サラワン県で中学校を建設

し地元に寄贈した。地元には中学校がなく、子ど

もたちは遠くの場所まで通学していたので、非常

に喜ばれている。現在その中学では約 150 人が

学んでいるが、生徒数がどんどん増えており、ほ

ぼ満員状態になっている。学校をつくり仕事を提

供すると、もともと外に出稼ぎに出ていた人たち

が戻ってきて、村の人口が増えるという効果もあ

る。またそのことで、ツムラの事業も進めやすく

なるという好循環が生まれている。

このように、自社の事業活動そのもので、漢方

薬を必要とする患者さまだけでなく、原料生産地

における経済発展にも貢献するかたちで、ステー

クホルダー全てにとってWin-Win の関係を築く、

それがツムラのCSRだと考えている。 ■

◆㈱ツムラのCSRへの取り組み
http://www.tsumura.co.jp/corporate/csr/

現地の人を雇っての除草作業

ポーケム村に寄贈した
「ポーケム ツムラ友好中学校」


